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審 査 結 果 の 要 旨 

 

本研究は長期間経過観察した脳性麻痺のてんかん患者を対象に、脳発作抑制に影響する

因子についてデータ解析を行ったものである。脳性麻痺のてんかん患者においては約半数

で抗てんかん薬により発作が抑制され、発作抑制には発症から10年以上が必要で、脳性麻

痺の中でも周産期脳障害では発作抑制率が高いことを示した。また、痙性四肢麻痺が発作

抑制に関する予後不良因子であること、さらに、長期に脳波をフォローし改善を確認する

ことで安全な断薬が可能となり、不要な薬の長期内服を避けることに役立つことを示した。

本論文の内容は、脳性麻痺のてんかん患者においても発作が抑制され断薬も可能であるこ

とを示し、神経学において脳性麻痺患者のてんかん治療に資するものであり、明らかに学

術水準を高めたものと認める。 


